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研究目的・背景

技術の概要

想定される用途 企業への期待

特許情報従来技術より優れている点

⽵のバイオリファイナリー技術による
⾷品、農業への利⽤

⾷物繊維、抗菌剤、⼟壌改良剤、バイオプラスチック素材としての利⽤

椎葉 究 (東京電機⼤学 理⼯学部 理⼯学科 ⽣命科学系 特定教授)

⽵はサステナブルで環境保全に重要なバイオマス資源であり、その⼯業的利⽤にバイオリファイナリー技
術が必要である。⽵を本技術により変換すると、保健的効能（免疫賦活化活性効果、腸内環境改善効果）を
もつ⾷物繊維や、抗菌剤、⼟壌改良剤、バイオプラスチック原料としての利⽤が可能となります。

従来の⼩⻨粉や⽶粉加⼯品などの⾷品製造に適⽤
できる

プレバイオティクス、病気予防効果が得られる
健康的でサステナブルなイメージ効果

従来の⼩⻨粉や⽶粉加⼯品などの⾷品製造に
プレバイオティクス、病気予防効果が得られる
⾷品、抗菌剤、⼟壌改良剤、バイオプラスチック
原料として利⽤

◆⽵をバイオリファイナリー技術により⾷物繊維
素材としての⾼品質化と低コスト⽣産

◆機能性を⾷物繊維、農業⽤・⼯業⽤原料へ

◆出願名称︓⾷⽤⽵粉末、それからなるクロストリ
ジウム属細菌の増殖抑制剤及び免疫賦活剤、並び
に⾷⽤⽵粉末の製造⽅法
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